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総代会の壇上にて

　

残
暑
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
の

見
通
し
が
つ
か
な
い
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
第

十
四
回
北
庄
内
森
林
組
合
、
通
常
総
代
会
を
去
る

五
月
二
十
六
日
、
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
シ
ア

タ
ー
オ
ズ
に
於
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
万
全
を
尽
く
し
提
案
の
全
議
案
九
件
、
原
案
の

と
お
り
可
決
を
頂
い
た
次
第
で
す
。

　

令
和
三
年
度
の
組
合
の
事
業
結
果
等
に
つ
き
ま

し
て
は
事
業
概
要
に
詳
し
く
記
載
の
通
り
で
あ
り

ま
す
の
で
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
皆

様
ご
承
知
の
通
り
、
当
組
合
で
は
指
導
、
販
売
、

森
林
整
備
の
三
つ
の
部
門
を
中
心
に
事
業
等
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
各
部
門
と
も
、
計

画
比
を
上
回
る
事
業
を
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
一
重
に
行
政
当
局
の
ご
指
導
、
ご

支
援
の
賜
と
組
合
員
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
頂
い
た
結
果
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
令
和
四
年
度
も
総
代
会
に
於
い
て
、
ご
承
認

頂
い
た
新
年
度
運
営
方
針
に
沿
っ
て
役
職
員
一
丸

と
な
り
着
実
に
事
業
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
組
合
員
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
関
係

者
各
位
よ
り
尚
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ

代
表
理
事
組
合
長

髙
橋
　
一
泰
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︻
全
議
案
原
案
通
可
決
︼

　

去
る
、
令
和
四
年
五
月
二

六
日
第
十
四
回
の
通
常
総
代

会
が
、
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
シ
ア
タ
ー
オ
ズ
で
行
わ

れ
た
。

　

総
代
総
数
二
五
〇
名
の
内
、

本
人
出
席
四
二
名
、
書
面
出

席
一
四
二
名
、
委
任
状
九
名
、

合
計
一
九
三
名
を
以
っ
て
開

催
し
た
。

　

最
初
に
代
表
理
事
組
合
長

髙
橋
一
泰
よ
り
挨
拶
が
あ
り

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
事

業
量
の
変
動
や
木
材
単
価
の

変
動
、
良
好
な
決
算
状
況
を

話
題
に
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

感
染
症
予
防
の
為
ご
来
賓

の
方
の
案
内
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
直
ち
に

議
長
の
選
任
に
入
り
、
酒
田

市
中
牧
田
の
佐
藤
伸
二
氏
を

指
名
し
質
疑
に
入
っ
た
。

　

全
九
議
案
原
案
の
と
お
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
十
四
回
通
常
総
代
会

第
十
四
回
通
常
総
代
会

上
程
さ
れ
た
議
案

●
第
一
号
議
案

令
和
三
年
度
事
業
報
告
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

注
記
表
及
び
附
属
明
細
書
承
認
の
件

●
第
二
号
議
案

令
和
四
年
度
事
業
計
画
設
定
の
件

●
第
三
号
議
案

令
和
四
年
度
借
入
金
最
高
限
度
決
定

の
件

●
第
四
号
議
案

令
和
四
年
度
余
裕
金
預
け
入
れ
先
金

融
機
関
決
定
の
件

●
第
五
号
議
案

令
和
四
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸

付
金
及
び
債
務
保
証
の
最
高
限
度
決

定
の
件

●
第
六
号
議
案

令
和
四
年
度
役
員
報
酬
決
定
の
件

●
第
七
号
議
案

令
和
四
年
度
造
林
補
助
金
事
務
取
扱

手
数
料
率
決
定
の
件

●
第
八
号
議
案

次
期
系
統
運
動
設
定
の
件

●
第
九
号
議
案

定
款
等
一
部
改
正
の
件

令和３年度 損益計算書 (令和３年4月1日～令和４年3月31日)単位：円

科　　　目 合　　計
Ⅰ事業総損益
　１　収　益
　２　費　用
　　　事業総利益

467,462,689
277,799,874
189,662,815

Ⅱ事業管理費
　１　人件費
　２　旅費・交通費
　３　事務費
　４　業務費
　５　諸税負担金
　６　施設費
　７　雑　費
　　　事業管理費計
　　　事業利益

84,508,166
56,467

2,826,330
1,464,819
3,193,767

15,392,608
610,293

108,052,450
81,610,365

Ⅲ事業外損益 
　１　事業外収益
　２　事業外費用
　　　事業外損益
　　　経常利益

810,053
1,131,838
－321,785
81,288,580

Ⅳ特別損益
　１　特別利益
　２　特別損失
　　　特別損益
　　　税引前当期利益

113,243
5

113,238
81,401,818

法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
　当期剰余金
　前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

22,400,000
0

59,001,818
12,561,068
71,562,886

【事業区分（部門別）】
部　　門 費　　用 収　　益 損　　益
指　　導 8,642,585 5,852,827 －2,789,758
販　　売 3,548,030 17,514,727 13,966,697

森
林
整
備

森林整備 108,514,307 205,365,983 96,851,676
利　　用 151,836,249 234,717,152 82,880,903
福利厚生 1,808,101 145,800 －1,662,301
購　　買 3,450,602 3,866,200 415,598
金　　融 0 0 0

計 265,609,259 444,095,135 178,485,876
合　　計 277,799,874 467,462,689 189,662,815

令和３年度　剰余金処分案
科　　　　目 内訳 小計 合計

Ⅰ当期未処分剰余金
Ⅱ剰余金処分額
　１．法定準備金
　２．任意積立金
　　建築物修繕積立金
　　森林整備機材等積立金
　　森林整備活動積立金
　　防除機材購入積立金
　　損失補填積立金

15,300,000
2,550,000

14,000,000
20,000,000
5,000,000

12,000,000
56,850,000

71,562,886
68,850,000

Ⅲ次期繰越剰余金 2,712,886
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令
和
三
年
度
の
事
業
概
要

令
和
四
年
度
の
運
営
方
針

　

春
先
よ
り
﹁
第
三
次
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
﹂

と
い
わ
れ
る
事
態
と
な
り
木
材
需
給
状
況
が

ひ
っ
迫
し
木
材
価
格
の
上
昇
傾
向
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
輸
入
木
材
の
極
端
な
減
少
は
関

東
地
域
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
出
来
ず
木

材
価
格
の
上
昇
を
招
い
た
も
の
で
す
。
庄
内

共
販
所
で
も
品
薄
の
状
態
が
続
き
、
今
も
な

お
木
材
の
不
足
感
が
続
い
て
ま
す
。

　

指
導
部
門
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て

い
た
地
区
座
談
会
を
開
催
し
多
く
の
組
合
員

さ
ん
よ
り
参
加
を
戴
き
ま
し
た
。
人
材
の
雇

用
と
育
成
は
、
五
名
の
採
用
と
緑
の
研
修
生

五
名
を
育
成
し
従
業
員
の
技
術
の
向
上
を
は

か
り
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
林
業
は
、
組
合
員
よ

り
九
十
四
台
の
集
荷
を
果
た
し
、
一
部
農
業

用
園
芸
ハ
ウ
ス
へ
の
納
入
を
は
た
し
ま
し
た
。

環
境
譲
与
税
関
連
と
し
て
、
森
林
経
営
管
理

実
証
業
務
を
受
託
し
、
調
査
に
協
力
し
ま
し

た
。
ま
た
、
多
く
の
学
校
か
ら
組
合
施
設
の

見
学
で
あ
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

受
け
入
れ
学
習
の
場
と
し
て
も
提
供
し
ま
し

た
。

　

販
売
で
は
、一
般
用
材
、ラ
ミ
ナ
材
、チ
ッ

プ
材
の
販
売
数
量
は
立
法
換
算
で
一
万
二
千

五
百
七
十
六
㎥
で
昨
年
度
対
比
百
三
十
一
％
、

金
額
は
九
千
百
二
十
三
万
円
で
百
六
十
二
％

で
あ
っ
た
。
昨
年
度
冬
季
に
買
取
し
た
丸
太

の
販
売
が
数
量
と
金
額
を
押
し
上
げ
ま
し
た
。

　

森
林
整
備
は
直
接
支
援
事
業
を
始
め
と
し

た
除
間
伐
で
五
十
八
ha
と
な
り
、
受
託
販
売

材
積
は
立
法
換
算
で
九
千
八
百
㎥
で
前
年
の

百
二
十
％
と
な
っ
た
。
ま
た
、
森
林
と
緑
の

推
進
機
構
よ
り
山
形
県
高
性
能
林
業
機
械
ト

ラ
イ
ア
ル
支
援
事
業
や
高
性
能
林
業
機
械
導

入
支
援
（
貸
付
）
事
業
の
支
援
を
い
た
だ
き
、

森
林
整
備
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

管
内
の
松
く
い
虫
被
害
の
状
況
は
、
昨
年

度
ま
で
は
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

材
積
で
百
十
五
％
の
増
加
、
被
害
本
数
は
百

七
％
の
増
加
を
示
し
駆
除
の
徹
底
を
求
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

購
買
事
業
で
は
、
事
業
物
資
が
少
し
増
加

を
見
せ
ま
し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
等
が
ほ
と
ん

ど
な
い
た
め
生
活
物
資
が
減
少
し
ま
し
た
。

養
苗
品
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
マ
ツ
コ
ン
テ
ナ

苗
木
が
一
万
本
弱
の
生
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
年
度
は
、
次
期
系
統
運
動
の
初
年
と
し

て
、
今
後
十
年
間
の
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
令
和
三
年
度
を
始
期
と
す
る
十
年
間

の
計
画
で
あ
り
、
新
た
な
森
林
組
合
系
統
運

動
の
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
運
動
方
針
と
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
が

見
え
な
い
中
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化
に

よ
る
世
界
情
勢
が
不
安
定
な
中
で
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
材
流
通
網
の
再
構
築
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
に
不
透
明
感
を
持
ち
な

が
ら
、
直
接
支
援
事
業
を
中
心
と
し
た
間
伐

作
業
や
、
荒
廃
し
た
森
林
の
整
備
な
ど
の
森

林
整
備
事
業
を
昨
年
に
引
き
続
き
展
開
し
生

産
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
組
合
所
有
の
高
性
能
林
業
機
械
（
プ
ロ

セ
ッ
サ
）
の
大
幅
な
修
繕
を
行
い
目
標
達
成

の
糧
と
し
ま
す
。
病
害
虫
防
除
に
つ
い
て
も

老
朽
化
し
て
い
る
防
除
機
材
の
充
実
を
は
か

り
、
地
域
経
済
の
基
盤
と
な
る
ク
ロ
マ
ツ
林

の
整
備
に
向
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
森
林
環
境
譲
与
税
﹂
を
活
用
し

た
意
識
調
査
や
説
明
会
を
開
催
し
持
続
可
能

な
森
林
整
備
を
地
区
住
民
と
共
に
考
え
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
組
合
も
し
く
は
、
組
合
員
が

共
同
し
て
行
う
林
内
路
網
（
林
道
、
林
業
専

用
道
、
作
業
道
な
ど
）
の
補
修
や
維
持
、
森

林
保
全
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
森
林
・
林
業

活
動
の
円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
﹁
森
林
整
備
活
動
積
立
金
﹂
を
組
合

員
の
皆
様
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
林

業
の
為
の
手
助
け
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

各
部
門
の
方
針
と
し
て

　
指
導
部
門

・
森
林
整
備
の
推
進

・
提
案
型
集
約
化
施
業
の
推
進

・
や
ま
が
た
緑
環
境
税
事
業
の
推
進

・
緑
の
雇
用
現
場
技
能
者
育
成
対
策
事
業
の

実
施

・
作
業
班
の
労
働
安
全
衛
生
管
理

・
組
合
広
報
の
発
行
、
Ｈ
Ｐ
活
用
に
よ
る
情

報
発
信

・
森
林
経
営
計
画
並
び
環
境
税
関
連
な
ど
地

区
座
談
会
の
開
催

・
自
伐
林
家
の
軽
ト
ラ
林
業
の
啓
蒙

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力

・
森
林
整
備
活
動
積
立
金
事
業
の
推
進

販
売
部
門

・
補
助
制
度
を
活
用
し
た
林
産
請
負
事
業
の

積
極
的
推
進

・
一
般
用
材
・
合
板
等
集
成
材
・
発
電
用
材
・

チ
ッ
プ
用
材
・
ペ
レ
ッ
ト
用
材
等
販
売
事

業
の
推
進

森
林
整
備
部
門

・
組
合
員
の
間
伐
、
造
林
、
保
育
作
業
の
拡

大
・
間
伐
実
施
推
進
事
業
の
促
進

・
県
・
林
業
公
社
・
市
町
有
林
の
保
育
受
託

事
業
の
実
施

・
森
林
整
備
機
材
等
積
立
金
を
活
用
し
た
機

材
の
修
繕

・
森
林
病
害
虫
の
徹
底
駆
除

・
森
林
整
備
地
域
支
援
活
動
交
付
金
事
業
の

推
進

・
森
林
国
営
保
険
の
加
入
促
進

・
病
害
虫
等
防
除
機
材
の
更
新

・
労
働
災
害
補
償
制
度
等
の
加
入
促
進

・
林
業
労
働
安
全
性
向
上
対
策
事
業
の
活
用

・
林
業
関
連
資
材
の
普
及
販
売

・
優
良
造
林
苗
木
の
斡
旋
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令
和
三
年
度
の
軽
ト
ラ
林
業
は
、
七

月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
搬
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

七
月
一
台
、
八
月
一
台
、
九
月
二
台
、

十
月
六
台
、
十
一
月
十
二
台
、
十
二
月

七
十
二
台
、
合
計
九
十
四
台
の
納
入
が

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
施
設
へ
の
丸
太
に
つ
い

て
も
八
㌧
ほ
ど
の
納
入
を
し
ま
し
た
。

雪
害
や
風
害
に
よ
る
倒
木
や
枯
れ
て
し

ま
っ
た
ス
ギ
で
も
、
枯
れ
て
間
も
な
い

う
ち
で
あ
れ
ば
引
き
受
け
ま
す
の
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

今
年
の
活
動
も
、
総
代
会
終
了
後
か

ら
開
始
さ
れ
、
入
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

樹
種
は
ス
ギ
で
材
の
規
格
は
、
長
さ
は

二
ｍ
、
径
は
小
口
で
八
㎝
以
上
、
曲
り

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
ふ
け
て
い
る
材
は

遠
慮
し
て
お
り
ま

す
。
用
途
と
し
て

は
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
用
で
す
。

　

ま
た
、
九
月
に

は
軽
ト
ラ
林
業
の

事
業
説
明
会
と
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
使

い
方
の
研
修
会
を

計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
関
心
の

あ
る
方
は
連
絡
を

く
だ
さ
い
。

　

令
和
三
年
度
通
常
総
代
会
が
、
令
和

四
年
五
月
二
十
六
日
に
ひ
ら
た
タ
ウ
ン

セ
ン
タ
ー
シ
ア
タ
ー
オ
ズ
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

組
合
の
決
算
状
況
は
良
好
で
、
全
九

議
案
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、
組
合
員
の
皆

様
に
お
知
ら
せ
を
兼
ね
て
紹
介
し
た
い

新
し
い
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

第
一
号
議
案
剰
余
金
処
分
案
（
本
広

報
二
頁
下
部
記
載
）
の
中
に
森
林
整
備

活
動
積
立
金
を
総
代
会
で
承
認
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
組
合
も
し
く
は
、
組
合

員
が
共
同
し
て
行
う
一
般
林
道
、
林
業

専
用
道
、
基
幹
作
業
道
等
の
林
内
路
網

に
お
け
る
通
常
の
維
持
・
補
修
、
災
害

等
の
復
旧
並
び
に
森
づ
く
り
な
ど
の
活

動
を
行
う
場
合
に
こ
れ
に
要
す
る
経
費

と
し
て
使
用
す
る
も
の
と
し
、
も
っ
て

地
域
の
森
林
・
林
業
活
動
の
円
滑
な
実

施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

で
す
。
な
お
、
各
活
動
事
業
に
お
け
る

積
立
金
の
運
用
に
あ
っ
て
は
、
県
・
市

町
等
の
補
助
金
や
事
業
を
優
先
し
原
則

重
複
は
禁
じ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
路
網
整
備
活
動

二
、
森
林
保
全
等
の
活
動

三
、
そ
の
他

　

現
在
は
理
事
会
に
お
い
て
、
本
制
度

の
要
綱
や
要
領
な
ど
詳
細
を
協
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
制
度
開
始
は
、
令
和

五
年
四
月
一
日
よ
り
開
始
す
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
作
業
し
て
い
る
林
道
や
作
業

路
の
管
理
、
不
法
投
棄
防
止
や
山
火
事

防
止
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
き
、
利

用
の
検
討
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

た
だ
し
、
市
町
が
管
理
し
台
帳
に
あ

る
路
線
、
県
・
市
町
と
補
助
金
が
重
複

す
る
場
合
は
、
本
制
度
が
利
用
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

森
林
整
備
活
動

積
立
金
制
度
の
概
要

森
林
組
合
の

　
　
軽
ト
ラ
林
業
活
動



森 林 組 合 だ よ りＰ5 令和４年７月

　

所
有
者
へ
の
補
助
金
が
補
助
対
象
か

ら
外
れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
が
現
在
主

に
な
っ
て
い
る
補
助
事
業
制
度
を
紹
介

し
ま
す
。

　

人
工
造
林
、
下
刈
り
、
除
伐
、
保
育

間
伐
、
間
伐
、
更
新
伐
等
に
補
助
金
申

請
し
て
い
る
事
業
名
は
森
林
環
境
保
全

直
接
支
援
事
業
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面

的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
施

業
の
集
約
化
や
路
網
整
備
を
通
じ
て
施

業
の
低
コ
ス
ト
化
を
図
り
つ
つ
計
画
的

に
行
う
、
間
伐
等
の
森
林
施
業
と
こ
れ

と
一
体
と
な
っ
た
森
林
作
業
道
の
開
設

等
を
支
援
し
ま
す
。
支
援
対
象
と
な
る

作
業
は

・
人
工
造
林
（
地
拵
え
、
植
栽
）

・
下
刈
り
（
十
年
生
以
下
）

・
枝
打
ち
（
三
十
年
生
以
下
）

・
雪
起
こ
し
（
二
十
五
年
生
以
下
）

・
倒
木
起
こ
し
（
二
十
五
年
生
以
下
）

・
除
伐
（
二
十
五
年
生
以
下
）

・
保
育
間
伐
（
六
十
年
生
以
下
又
は
伐

採
木
の
平
均
胸
高
直
径
十
八
㎝
未
満
）

・
間
伐
（
六
十
年
生
以
下
）

・
更
新
伐
（
九
十
年
生
以
下
）

　

ま
た
、
こ
れ
ら
と
一
体
的
に
実
施
す

る
付
帯
設
備
等
整
備
と
森
林
作
業
道
整

備
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
施
業
の
集
約
化
に
は
森
林

経
営
計
画
ご
と
に
実
施
個
所
を
取
り
ま

と
め
て
申
請
し
た
り
、
伐
採
木
の
搬
出

に
は
一
ha
当
た
り
十
㎥
の
木
材
を
搬
出

 

森
林
組
合
で
は
平
成
二
十
四
年
度
よ

り
施
業
集
約
化
に
よ
り
事
業
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
補
助
の
状
況
等
に
よ
り
各

年
度
ま
ち
ま
ち
で
す
が
概
ね
左
表
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
上
記
の
支
援
事
業
の
ほ
か
、

山
形
県
緑
環
境
税
や
酒
田
市
主
体
の
制

度
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

森
林
整
備
事
業
の

補
助
金
に
つ
い
て
の
お
話

森
林
整
備
の

　
　
実
施
状
況
に
つ
い
て

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
事
業
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
森
林
経
営
計
画
の
樹
立
が
原
則

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
計
画
と
は
、
森
林
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
十
分
な
発
揮
に
資
す

る
持
続
的
な
森
林
経
営
を
確
立
す
る
た

め
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
森
林
を
五
か
年

の
森
林
施
業
及
び
保
護
に
関
す
る
計
画

を
作
成
す
る
も
の
で
す
。

　

作
成
者
は
森
林
所
有
者
等
や
、
委
託

を
受
け
森
林
組
合
等
で
作
成
し
市
町
村

長
が
認
定
し
ま
す
。
計
画
は
五
年
間
の

造
林
、
保
育
、
伐
採
の
実
施
、
作
業
路

網
の
整
備
、
森
林
の
保
護
に
関
す
る
事

項
が
あ
り
、
補
助
率
や
関
連
制
度
を
有

利
に
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

森
林
の
手
入
れ
を
考
え
て
い
る
組
合

員
の
方
は
、
一
度
森
林
組
合
ま
で
相
談

く
だ
さ
い
。

施業集約化の実施状況
事業年度 区域面積（ha） 搬出材積（㎥） 所有者人数（人）
24 26.28 1,519 6
25 19.69 931 367
26 85.21 7,300 65
27 143.41 2,747 85
28 22.12 2,158 49
29 55.72 6,782 51
30 37.01 4,747 30
元 40.08 4,270 48
2 50.53 7,619 76
3 73.17 9,807 71
計 553.22 47,880 848
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阿蘇 智沙人（26）
酒田市宮内在住

菅原　奏良（21）
遊佐町吉出在住

齋藤　陽介（36）
遊佐町比子在住

大野 拳士朗（27）
庄内町余目在住

永田　健二（25）
酒田市新橋在住

後藤　亮太（28）
庄内町槇島在住

新
人
紹
介

　

前
回
の
広
報
発
行
か
ら
新
し

い
仲
間
が
増
え
ま
し
た
。
皆
さ

ん
に
紹
介
し
ま
す

　森林組合の役員として多年にわたり組合運営に尽力いただいた功績に対し
敬意を表し、この度の総代会において表彰状が贈られました。
　　　酒田市中野俣字備畑　　髙橋　治雄 氏　（勤続30年）
　　　酒田市楢橋字大柳　　　板垣　仁兵 氏　（勤続21年）
長い間本当にご苦労様でした。

表彰状の贈呈表彰状の贈呈

　

令
和
四
年
度
分
の
賦
課
金
徴
収
に
つ

い
て
は
、
第
十
四
回
通
常
総
代
会
の
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
今
年
度
分
賦
課

金
の
徴
収
は
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
承
知
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

防
除
に
つ
い
て
は
毎
年
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

森
林
組
合
と
し
ま
し
て
も
先
人
が
守

り
育
て
て
き
た
松
林
を
守
る
た
め
防
除

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

春
の
防
除
の
ほ
か
、
秋
に
も
関
係
機

関
と
の
連
携
の
も
と
、
計
画
的
且
つ
敏

速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
が
、
防
除
を

行
う
に
あ
た
り
、
皆
様
の
私
有
地
や
私

道
に
立
ち
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

作
業
に
は
万
全
を
期
す
所
存
で
あ
り

ま
す
が
、
園
芸
施
設
や
塩
ビ
管
破
損
等

そ
の
他
の
不
具
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
組
合
ま
で
連
絡
く
だ
さ
る
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
方
で
山
林
の
相
続
や
売
買

な
ど
に
よ
り
、
所
有
名
義
や
所
有
面
積

等
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
面
倒
で

も
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
は
本
所
並
び
支
所
に
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
願
い
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
組
合
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
規

程
に
基
づ
き
取
扱
い
を
行
い
ま
す
の
で
、

他
の
目
的
に
利
用
及
び
提
供
す
る
こ
と

は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

森
林
の
土
地
の
所
有
の
把
握
を
進
め

る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
森

林
法
に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
旨
の
届
け
出
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

個
人
か
法
人
か
に
よ
ら
ず
、
売
買
契

約
の
ほ
か
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合

併
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
場
合
に
、
事
後
の
届
け
出

と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が

必
要
で
す
。

　

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
九
十
日
以

内
に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
け
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の

場
合
、
財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
相
続
の
日
か
ら
九
十
日
以
内

に
法
定
相
続
人
の
共
有
物
と
し
て
届
け

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
分
の
賦
課
金
徴
収
に
つ

い
て
は
、
第
十
四
回
通
常
総
代
会
の
事

業
計
画
が
承
認
さ
れ
、
今
年
度
分
賦
課

金
の
徴
収
は
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
ご
承
知
下
さ
る
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

防
除
に
つ
い
て
は
毎
年
ご
協
力
を
頂

き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

森
林
組
合
と
し
ま
し
て
も
先
人
が
守

り
育
て
て
き
た
松
林
を
守
る
た
め
防
除

作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

春
の
防
除
の
ほ
か
、
秋
に
も
関
係
機

関
と
の
連
携
の
も
と
、
計
画
的
且
つ
敏

速
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
が
、
防
除
を

行
う
に
あ
た
り
、
皆
様
の
私
有
地
や
私

道
に
立
ち
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

作
業
に
は
万
全
を
期
す
所
存
で
あ
り

ま
す
が
、
園
芸
施
設
や
塩
ビ
管
破
損
等

そ
の
他
の
不
具
合
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

遠
慮
な
く
組
合
ま
で
連
絡
く
だ
さ
る
よ

う
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

等
の
移
動
が
あ
っ
た
場
合
は
ご
面
倒
で

も
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
の
用
紙
は
本
所
並
び
支
所
に
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
願
い
ま
す
。
不
明
な
点
が
あ

れ
ば
組
合
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

組
合
員
情
報
は
、
個
人
情
報
保
護
規

程
に
基
づ
き
取
扱
い
を
行
い
ま
す
の
で
、

他
の
目
的
に
利
用
及
び
提
供
す
る
こ
と

は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　

森
林
の
土
地
の
所
有
の
把
握
を
進
め

る
た
め
、
平
成
二
十
四
年
四
月
か
ら
森

林
法
に
基
づ
く
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
旨
の
届
け
出
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　

個
人
か
法
人
か
に
よ
ら
ず
、
売
買
契

約
の
ほ
か
、
相
続
、
贈
与
、
法
人
の
合

併
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
場
合
に
、
事
後
の
届
け
出

と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
が

必
要
で
す
。

　

所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
九
十
日
以

内
に
、
取
得
し
た
土
地
が
あ
る
市
町
村

の
長
に
届
け
出
を
行
い
ま
す
。
相
続
の

場
合
、
財
産
分
割
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
も
、
相
続
の
日
か
ら
九
十
日
以
内

に
法
定
相
続
人
の
共
有
物
と
し
て
届
け

出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

賦
課
金
徴
収
に
つ
い
て

松
く
い
虫

防
除
作
業
に
つ
い
て

森
林
の
土
地
を

取
得
し
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

組
合
員
資
格
の

変
更
届
に
つ
い
て
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Q

次
期
系
統
運
動
設
定
に
つ
い
て
、
女
性

役
員
の
起
用
を
、
ほ
と
ん
ど
が
男
性
組
合
員

の
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
対
応
し
て
い
く
の

か
。

A　

ど
こ
の
団
体
で
も
同
じ
よ
う
な
問
題
を

抱
え
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
役
員
、
総
代
の

高
齢
化
問
題
も
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
年

齢
層
を
目
指
す
が
思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

若
い
世
代
が
仕
事
を
休
ん
で
理
事
会
や
総

代
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
無
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

原
因
の
一
つ
に
報
酬
の
問
題
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
女
性
や
若
い
世
代
が

参
加
し
や
す
い
環
境
が
出
来
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

Q

役
員
報
酬
や
総
代
の
報
酬
が
安
い
の
で

は
な
い
か
、
報
酬
に
つ
い
て
声
を
上
げ
る
の

は
組
合
長
が
声
を
上
げ
な
い
と
変
わ
っ
て
い

か
な
い
。

　
そ
の
際
は
、
女
性
役
員
や
若
年
層
役
員
の

起
用
の
為
な
ど
の
目
的
が
明
確
で
あ
る
事
が

必
要
。

A　

そ
う
出
来
る
様
努
力
い
た
し
ま
す
。

Q

令
和
四
年
度
事
業
計
画
の
基
本
方
針
の

総
括
に
、
森
林
整
備
活
動
積
立
金
と
あ
る
が
、

今
ま
で
自
身
の
地
区
で
は
林
道
の
整
備
を
毎

年
行
っ
て
い
た
。
そ
の
活
動
に
補
助
を
し
て

く
れ
る
積
立
金
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

A　

組
合
員
に
利
益
の
還
元
の
意
味
で
こ
の

積
立
金
制
度
を
制
定
し
ま
し
た
。
希
望
す
る

複
数
の
組
合
員
の
集
ま
り
や
、
自
治
会
、
団

体
に
対
す
る
資
材
代
や
、
油
脂
類
の
補
助
を

す
る
予
定
で
す
。
現
在
要
綱
や
詳
細
を
作
成

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Q

組
合
運
営
は
経
済
的
に
良
好
な
よ
う
だ

が
、
私
の
地
区
に
お
い
て
今
後
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
。

A　

剰
余
金
処
分
案
に
お
い
て
森
林
整
備
活

動
積
立
金
を
起
案
し
総
代
会
に
て
承
認
を
頂

き
ま
し
た
。

　

本
積
立
金
は
組
合
や
、
組
合
員
が
共
同
で

整
備
し
て
い
る
林
道
・
作
業
路
等
の
整
備
に

対
し
主
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

現
在
理
事
会
に
お
い
て
要
綱
を
作
成
し
、

調
査
実
証
を
重
ね
、
又
組
合
員
へ
の
周
知
を

行
い
な
が
ら
次
年
度
よ
り
運
用
開
始
に
向
け

て
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
や
組
合
員
同
士
で
行
っ
て
い
る
林
道
の

草
刈
り
や
、
砂
利
敷
等
に
活
用
で
き
ま
す
の

で
、
地
区
内
で
活
用
検
討
を
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

Q

次
期
系
統
運
動
の
十
年
後
の
組
合
員
還

元
目
標
に
お
い
て
、
間
伐
で
一
㎥
当
た
り
七

千
五
百
円
、
主
伐
で
一
㎥
当
た
り
一
万
千
二

百
五
十
円
に
設
定
し
て
ほ
し
い
。

A　

示
さ
れ
た
金
額
は
、
売
却
時
の
平
均
価

格
に
な
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。
森
林
組

合
に
お
い
て
も
販
売
時
に
は
こ
れ
と
同
じ
よ

う
な
金
額
で
売
却
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
の
販
売
金
額
よ
り
伐
採

経
費
、
集
積
経
費
、
運
搬
経
費
等
を
差
し
引

い
た
金
額
を
組
合
員
に
還
元
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
還
元
金
額
が
間
伐
で
二
千
円
╱
㎥
、

主
伐
で
三
千
円
╱
㎥
を
目
標
に
す
る
こ
と
を

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

総
代
会
に
と
も
な
う

皆
様
の
ご
意
見

技能職員
◎佐藤　　謙 ◎早坂　紀昭
◎菅原　靖雄 〇守屋　宏司
〇今野　勝雄 〇池田　勇太

鈴木　孝志 志田　信広
志田　晋也 保科　輝雄
阿蘇　貴樹 髙橋　一樹
佐藤　　玲 石川　　守
小松　康春 阿部　　誠
池田　　宏 大瀧　詠司
佐藤　　卓 小松　　修
後藤　拓也 大内　叶夢
永田　健二 齋藤　陽介
菅原　奏良 阿蘇智沙人
元木　竹見 菅原　勝子 ◎班長　　〇副班長

酒田支所
支所長 小林　亜範

本　所
課長補佐　伊藤　一裕
主任 佐藤　　譲
主任 黒石　直人
主任 佐藤　那哉

仲鉢　佳寿
後藤　亮太
大野拳士朗

組合員（6,603人）

総　代（245人）

代表理事組合長
髙橋　一泰

副組合長理事
石塚　　茂

理事会（16人） 監事会（２人）

総務課
課長 小林　信昭
主任 百瀨咲也香
再雇用 鈴木　すみ

業務課
課長 鈴木　孝志

経理課
課長 齋藤　節子
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昨
年
は
、
十
一
月
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
組

合
員
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
地
区
座
談
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

者
の
発
生
が
と
て
も
多
く
、
現
在
開
催
日
の
確
定
ま
で
に
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　
開
催
可
能
な
状
況
に
至
り
ま
し
た
ら
、
皆
様
に
ご
案
内
い
た

し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
般
材
中
心
の
市
と
な
り
ま
し
た
。

　
時
期
的
に
虫
害
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
前
年
比
同
で
価

格
歩
合
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
中
目
材
引
き
合
い
が
強
い

状
況
で
す
。
依
然
、
虫
害
の
時
期
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
出
材
の
際
は
、
早
め
の
運
搬
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

樹　種 長級
（m）

径級
（㎝） 高　値 中　値 安　値 前回比 備考

スギ 4.00 36上 21,240 17,280 16,200 ● 選木

〃 〃 30上

〃 〃 20上 17,280 16,920 16,560 △△

〃 〃 14～18

〃 〃 13下

〃 3.65 20上

〃 〃 14～18

〃 3.00 20上 18,180 16,920 － ●

〃 〃 14～18 － 16,200 14,040 ●

単位：円/㎥ △△高　〇保合　●安

地区座談会の開催について地区座談会の開催について

令和４年度 庄内木材センター6月市況令和４年度 庄内木材センター6月市況


